






























て主体的 ･創造的な学びの場にすることが重要である｡ 特に,算数 ･数学教育では,身近
な事象の数学化や,具体的な操作 ･実験からの数学化を通して,数学の創造や認識を高め
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中原 (2000)は,算数 ･数学的活動を 『子どもが主体的に取り組む,算数や数学をっく











○ 既習の知識や数学的な見方 ･考え方を活用 して考察 ･処理 し,新たな知識を獲得する
活動
○ 新 しく獲得 した知識や数学的な見方や考え方を身近な事象に活用する活動
○ 問題を解決する活動やそれを振り返り,発展的に考えたり,一般化する活動
さらに,これらの活動は,大きく分類すると次の2つの側面に分けられる｡








以下では,島田(1977)の数学的活動 (図 1)との関連性を中心に,先行研究を考察 し,
学習指導要領に述べられている数学的活動との関連性について考察する｡･S.Krulikの 4
つの段階の問題解決のス トラテジーを詳 しく表 し,さらに数学の世界の発展的な活動まで
表 しているのが島田の数学的活動であると考える｡ 大谷の分析を参考に,島田の数学的活
動とH.Freudenthalの数学的活動や A.Treffersの数学化の関係を分析すると,次のよう





活動 (f- g) は, H.Freudenthalの





実 の世 界 の 役 割 を 果 た す 活 動 は,
H.Freudenthalの 『数学の数学化』 に対





すなわち, これ らの数学的活動の関係を結びっけて考察 しているのが,大谷の数学的活動
と社会数学的活動である｡ また,島田の数学的活動 とG.Polyaの問題解決の相の関係に
ついて考察 し,問題解決の過程 と数学的活動の全体的過程は実質的には重なり合 っている
としている｡ しか し,筆者達は, これまでの経験か ら島田の数学的活動は単元を 1つの代
表 とする長期的なものとして捉え,G.Polyaの問題解決の相は個別の問題に関する解決過
程と捉えると,島田の数学的活動の一部分になると考えている｡ また,島田が ｢実際の授
業にあっては,その段階に応 じて, この全過程の一部を取 り上げていると見 られる｣ と述
べているように,島田の数学的活動の一部を取 り上げているのが授業であり,授業の一部




とに理解 し,抽象化,理想化あるいは簡単化 して数学化 していく｡ そ して,数学化 した数
学的モデルに考察の対象を転化 し,数学の理論,すなわち既習の知識や演梓などの数学的
な見方や考え方を活用 して,考察 したり,処理 したりする｡既習の知識だけではうまく進
まない場合には,新理論の開発,すなわち新 しい知識を獲得する必要がある｡また,類例
などがある場合には,その類例に考察の対象を転化させ,一般化などの数学的な見方や考
え方を活用 して考察 し,一般理論やアルゴリズムなどの新 しい知識を獲得する｡ さらに,
新 しく獲得 した知識を活用する現実の世界の問題を数学的な見方や考え方を活用 して考察
し,現実の世界の数学を理解する｡
(3) 数学的活動を誘発する要因
学習指導要領の解説には,｢算数 ･数学科の目標は算数 ･数学的活動を通 して達成され











『創造性の基礎の育成』に関 しては,中央教育審議会における算数 ･数学科 (小学校,
中学校,高等学校)の改善の基本方針で,｢基礎的 ･基本的な知識 ･技能を基にして多面
的にものを見る力や論理的に考える力など｣と述べている｡ 小学校学習指導要領解説算数








習に興味 ･関心をもち,数学的に考察 ･処理する力もその一つである｡ 例えば,興味 ･関
心､をもって試行錯誤を行い,新 しい知識や技能などを見出す｡次に,それを既習事項など
と比較 して体系的に整理 し,より新 しいものを創造 していく過程には,数学的に考察 し処
理する力が必要である｡ それには,数学的な見方や考え方の認識や数学の方法の理解など
が重要なものとなる｡ さらにまた,数学的な表現 ･処理の美 しさや数学的な見方や考え方
のよさを認識する豊かな感性なども創造性の基礎として重要である｡｣と述べている｡
このように 『創造性の基礎の育成』は,生徒の興味 ･関心などの情意的な面,基礎的 ･
基本的な既習の知識や技能の活用,そして帰納的推論や演梓的推論などの数学的な見方や
考え方の活用を通 して,新 しい知識や方法などを生み出し,創り出していく活動と捉える
































































学習 した既習の知識を活用 (知識の獲得) して,記号化 (数学的な考え方) し,等式を創
り出し,上皿てんびんの左右の皿に載せられているものの重さの関係から等式へ考察の対

















































































子供たちを観察 したり,質問したりする｡ 必要に応 じてヒントを与える｡ 必要に応
じて発展させたものを与える｡ 解を得ている子供たちに問題に答えることを要求す
る｡








パターンを探す｡挿絵をかく｡ 推測 しチェックをする｡ 整理 した目録を作る｡数式












程の B̀EFORE'と "DURING"で行われる生徒の活動である｡ これらの活動は連続的


























































水準 1 ･.2 3 4 5









レベノレ レベル1 レベル2 レベル3
内 容 具体的な事象の考察 数学的モデル化 表現方法の考察
考察の対象 粘土の重さ 左右の重さの関係 等 式
方法 .結果 左右の重さあ関係 / 等 式 / 方程式




る場面に相当している｡ 例えば, (創造性の基礎 :考察の対象を転化させること)が誘発
する数学的活動の場面などもある｡ この場面では,生徒相互の社会的相互作用や教師によ










や [数学的な見方や考え方]をもとに恒 垂]し,学級全体で圏 する(レベル1)｡そし
て, (対象を転化させ),数学化された問題へと変化させる｡また,新たな画 が始ま
り,新 しい問題を (既習の知識)や [数学的な見方や考え方]を用いて考察 ･処理 し,
恒 垂]する｡ さらに国 することで, (考察の対象を転化させ),問題を発展させる
(レベル2)｡そして,新たな[垂画 が始まり,(既習の知識または新 しい知識)や [数学




















平岡賢治 ･酒井一男 :数学的活動に視点をあてた授業構成の研究～授業の相と授業評価の観点から～ 37
























































本稿の主な目的は ｢授業を生徒にとって主体的 ･創造的な学びの場に (改善)する｣こ

































変容 し,前述の 3つのレベルに対応 していた｡さらに,問題解決的学習で授業構成 し,数
学的活動を誘発する要因をもとに授業を評価することで,授業の本質的なねらいや生徒に
とっての具体的な事象を授業者が捉えることができるようになった｡


















































④ 実践事例の授業記録やアンケー ト結果 ･感想,テス トの結果から,問題解決的学習
を通 して,生徒は次のような力を身に付け,育てていることがわかる｡
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